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本研究は，浄土真宗僧侶の活動における意識と実態及び関わりの特徴を調査するこ

とによって，宗教活動が門徒のメンタルヘルスに果たす役割について明らかにするこ

とを目的とした。調査においては僧侶を対象とした半構造化面接とアンケート用紙を

用いて行った。その結果，僧侶は宗教活動を重要と認識している一方で，具体的な危

機的状況における関わりの頻度は低かったっこのように僧侶の意識と活動実態の聞に

相違がみられた。僧侶の関わりは「仏教に触れる機会j として「聴聞を勧めん「命の

大切さ」及び「無常Iを知るとしづ特徴がみられた。宗教活動では，悲しみの場や自

分を振り返る場として「非日常の場の提供Iがなされているが，危機状況では「話伝

聞く」ことを中心に，門徒の家族の死に対して浄土でまた会えるという「宗教的意味

づけ」によって死の受容を促していることが明らかとなった。
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問題と目的

1.宗教とメンタルヘルスに関する先行研究

Jung(l964)は人々は人生の意味ある生き方について，あるいは神や不死について絶対的な信仰

を持っているというだけで，大きな違いになる，あるいはなるかもしれないと感じているJと述べ

ており，宗教とメンタルヘルスの関係については古くから注目されている。これらに関する研究の

多くは，宗教への関与の高さとメンタルヘルスにおける様々な側面との関連を示している。例えば

Koenig (2008)は，欧米における研究を概観し，宗教への関与の高さが，うつ病や自殺，不安を軽減

し，ウェノレビーイングや楽観主義，希望といった肯定的感情を促進十ることを明らかにした。一方，

日本における宗教とメンタルヘルスの関連についての研究はあまりなされていない。その理由のー

っとして，多くの日本人は明確な宗教意識を持っているものが少なし‘ため，宗教への関与について

調査をすることが困難である O これは2008年度の統計数理研究所の調査から日本人が信仰を持って

いると自覚しているものは 3割と報告されていることがらも分かる勺しかし宗教行事へ参加する
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人は多く見られ，この状況について阿満(1996)は， 日本人は暖昧な宗教意識であるが豊かな宗教性

を有していると述べている。さらに西沢(1998)と金児(1998)は，宗教性を宗教行動や宗教への態度に

よって測定し，ウェルビーイングや心理的充足感との関連がみられた。このように日本人は宗教意

識が暖味であるが宗教の影響は少なからず受けていることが文献から明らかとなった。そこで，こ

こでは日本で大きく広まっている仏教の中の浄土真宗の宗教活動に注目した。

2.浄土真宗の宗教活動とメンタルヘルス

浄土真宗とは，鎌倉時代に親驚を開祖として成立した。その教えは，念仏を中心とし分かりやす

いため庶民層を中心に広まり，現在では仏教宗派の中で最も大きい教団となっている。浄土真宗に

おける信者のことを門徒と呼び，その宗教活動は儀礼と呼ばれている。代表的な儀礼としては，葬

儀や中陰及び年忌法要，報恩講や法座などが行われている(浄土真宗教学研究所， 2001)。葬儀など

の宗教儀礼を行う意味は，上手く行われれば悲嘆を解消する補助手段になるという指摘がある

(Worden， 1991鳴津訳 1994)。その一方， Macnab(1989福原訳 1994)は，葬儀は極めて些細な出来事

であるとしている O さらに伊東(2009)は，浄土真宗の年忌・月忌法要における僧侶と門徒の関係か

らメンタノレヘルスが行われていることを指摘している。また浄土真宗における儀礼以外の宗教活動

としては，相談活動(友久， 2010)やターミナルケア(藤， 2005)，白死問題(武田， 2010)としづ幅広い

分野において僧侶との関係が報告されている。このように宗教活動とメンタルヘルスの関係につい

ては様々な主張がなされている。しかしいずれも実証研究は行われてないために， {，曽侶が日常的

に行っている宗教活動とメンタルヘルスのかかわりについては明らかとなっていない。

3.本研究の目的

そこで本研究では，浄土真宗僧侶の宗教活動に対する意識と活動の実態を明らかにし，それらが

門徒のメンタルヘルスに果たす役割について検討することを目的とした。対象を僧侶としたのは，

宗教活動における中心的な役割を担っており，門徒との関わりからメンタルヘルスの関係が明らか

になることを意図した。

予備調査

l 目的

僧侶に対する面接調査により 宗教活動の全体像を明らかにすることを目的とする。浄土真宗僧

侶の宗教活動の捉え方と，門徒にとっての宗教活動の意味について検討する。

2. 方法

調査対象者:浄土真宗僧侶 7名(男性6名，女性 l名。平均年齢 58.14歳)。

調査時期:2010年 1-4月に実施。

手続き:1回60分から 120分の半構造化面接を実施した。面接実施前に本研究の目的，倫理的な問

題の配慮について説明し，調査時の録音および筆記記録，結果の公表についての同意を得た後，面
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接承諾書に署名して頂いた。なお，本研究を実施するに当たり，広島大学教育学研究科倫理審査委

員会の承認を得た。

調査内容最初に「浄土真宗に関して印象に残っている門徒とのエピソードについて自由にお話く

ださしりと教示し，質問項目(宗教活動の内容と目的，門徒の心理，病気や死の不安を抱える門徒へ

の対応，年齢に応じた対応など)をもとに面接を進めた。

分析方法:①逐語記録を作成した。②逐語記録から，浄土真宗のメンタルヘルス役割に関する語り

を要約し文章単位で抽出した。③類似したものをグ、ルーピングしカテゴリ化を行った。

3. 結果と考察

語りの分析の結果，僧侶は儀礼(通夜葬儀，七日参り，年忌法要，報思議，法座)の他に心の悩

みについての相談Jr重篤な病を抱えるJr死に直面するJr家族の死に悲しむ」門徒との関わりを宗

教活動として捉えていることが分かつた。また，宗教活動の意味としては宗教的感情Jr死の受

容Jr内省の促進Jr思考の転換Jr達成感Jr人格的発達Jr僧侶との関わり」の 7つのカテゴリが得

られた(Tab1e1 )。面接において具体的な体験について尋ねると覚えていなし、Iとしづ反応も見ら

れ，宗教活動において門徒と向き合えていないことが考えられ，僧侶聞の意識に差があることが示

唆された。

本調査

l 目的

本調査ではアンケート調査を行い，宗教活動に対する僧侶の意識，活動の頻度と，その内容につ

いて調査し，浄土真宗の僧侶が門徒のメンタルヘルスに果たす役割の特長について明らかにするこ

とを目的とした。

2. 方法

調査対象者:A教区における僧侶 131名を分析対象とした (551部配布，回収率23%ラ男性 114名，

女性 16名，不明 l名ラ平均年齢56.52歳，平均僧侶年数 30.54年)。

調査時期:2010年 9-11月。

手続き :A教区内の各地域の代表が集まる会合でアンケー卜調査を依頼した。調査依頼書とアンケ

ート本体，返信用封筒を入れ各地域の代表の方に寺院毎に配布して頂き、郵送で回収した。

調査肉容.①フェイスシート:調査対象者の寺院における役職，性別，年齢，僧侶年数，門徒数，

兼業の有無，②宗教性の次元について:予備調査によって得られた浄土真宗の宗教性に関する語り

から 17項目を選択し全く当てはまらなし、」から「かなり当てはまる」の 5件法で評定，③儀礼

的な宗教活動について:浄土真宗の主な儀礼である「通夜・葬儀J， r七日参院年忌法要J， r報

恩講J，r法座」についてそれぞれどの程度重要だと思うかを 5件法で評定。次に門信徒にとってど

のような点で、役に立っているかについて予備調査から得られたカテゴリより選択肢を選び，順位回

答形式で上位3つまで回答を求めた。僧侶として大切にしていること，門信徒にとっての意義につ

いて白由記述で尋ねた。④危機的な門徒に対する関わりについて:予備調査によって得られた儀礼
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上位カテゴリ

宗教的感情

死の受容

内省の促進

思考の転換

達成感

人格的発達

僧侶との関わり

Table 1 

僧侶からみた宗教活動におけるメンタルヘルス的役割

定義 下位カテゴリと発言例

安心感(2)自然にお念仏が出てくるし，ほんと喜んで，ありがたい

ありがたいって心の底からそれが，出てるんよ，見守られ感(1)自

絶対的な存在から分がどうにもならんような状況の中で，でも阿弥陀さんはおって

守られている感覚くれてだなあと，自分をみとってくれるんだと，感謝(1)やっぱり
を持ち，肯定的な

先祖とか。やっぱりどういうんか，自分が今ここにいることに感
感情を抱くよう γ

L 謝するゅうことじゃない，おすがりする(1)あの，自分の力では
なる。

どうにもならない，おすがり，しながら生きていく，宗教的雰囲

気(1)少なくとも浄土真宗の雰囲気を届けようとはおもっとった

死について考える生きる意味。)どのように自分が生きて言ったらいいのかを聞い詰

きっかけを作り， めていくのかを問うのが，宗教だと思う，死の思索(2)死について

死に対しては宗教話をする様な機会が時々ある，死の意味づけ(5)まんまんってい

的な意味づけを行ょったけぇ，きっとあの子はお浄土にいったんだ，逃げ場(1)まあ

う。 逃げ場になってるかもしれんけどね

絶対的な存在から内省(3)自分を振り返ること，どっか僕は宗教的だと思ってる，自

の視点で自分を振分を知るσ)仏を学ぶというは自己を学ぶなり，気づく (5)あの，

り返る。 やっぱり気がついてほしいと思うから

余裕を持つ(1)自分自身に対しては保留分を持ってる o そういうの

はちょっと心がけてる，不安の軽減(5)その話をしてあげたら心に

浄土真宗の教義にどっかちょっと軽い部分が軽くなった部分ができたんじゃないか

より現状を捉えななぁとおもえることがあった，捉えなおし(3)ぐちゃぐちゃ考える

おす ことから，スコーンとそこから離れるわけよ，感情コントロール

(1)そういうところをちょっとブレーキをかけるものになってくれ

るんじゃなし、かと私は思うんだけどね

宗教行事を行うこ達成感(5) 自分の勤めを果たした義務を果たしたっていう感覚な

とで義務を果たしんだろうなあ

た満足感を得る

すごみ(1)私の病気を変われるもんなら変わってあげたい，それが
宗教活動を行って お

できないからこらえてくれって，すこみがある，穏やか(1)その人
、くうちに，仏教
的な信念が身にったちはほんと穏やかよね，活き活き(1)，敬意(2)ま，お寺の前を通

いていく。 るときには，必ず屈んで通ってくれて，手を合わせてくれるじゃ
ない

心の支え(2)その人のどっかの心の支えになってる。はずなんよ

ね，信頼感(2)誰かに話したいわけよ。まあ私が，自分で言うのは

宗教的な関わりでおかしいけれども信頼されてたんだと思う，生きるそデ、ル(3)その

はなく，僧侶との人の魅力ゅうか，その人の人格ですよ，共感する(6)話を聞くよう

交流によってメンにするゅうのがね，私も 番大事だと思ういろんなとこで，まあ

タルヘルスに貢献悩みを聞いてあげることも大事，でも喜んだこと，嬉しいことを

する。 それを聞いて，訪問する(3)，元気付ける(2)，楽しみ(2)楽しみにし

とるんだけえって，ゅうて暦にまで書いて楽しみにしてくれとっ

てんよね

)内は人数を示すの

以外での門徒との関わりとして， r門信徒から心の悩みについて相談を受けるj，r僧侶として重篤な

病を抱える門信徒と関わるん「僧侶として死に直面した門信徒と関わるj，r僧侶として家族の死に

悲しむ門信徒と関わるIという 4つの場面について重要度を 5件法，場面にあった頻度を「全くな

しり， rl~2 回 j ， r3~5 回 j ， r5~ 1O回 j ， r頻繁にある」で評定。それぞれの状況で僧侶として具体

的にどのように関わったか，印象に残っている経験について自由記述で尋ねた。
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自由記述の分析方法 宗教活動:①得られた自由記述を僧侶の関わりや門徒のメンタルヘルスに果

たす役割が分かる形で要約した。②宗教活動ごとに類似したものをグルーピングしラベリングを行

った。僧侶の関わりの特徴:①宗教活動ごとの分析で得られたカテゴリのなかから，僧侶の関わり

の特徴が表れているものを全ての宗教活動から抽出する。②得られたカテゴリを全体で共通する宗

教活動・儀礼的な活動・危機状況の活動に分類した。

結果と考察

1 僧侶が宗教活動において門徒に期待すること

特に「阿弥陀如来に対する宗教的感情J(46 %)や，それによって「自分と向き合うことJ(43 %) 

「大切な人の死を受け止めることJ(44%)が重視されていた。その一方真宗の本をよく読むJ(12%)

や「朝夕の勤行は欠かさなし、J(16 %)といった項目は低い割合であった。このように僧侶は感情，

行動及び態度という項目に期待しているが，実際には行動よりも宗教的な感覚や自己と向き合うこ

とを重視していた。

Table 2 

宗教活動上で僧侶が門徒に期待することとして「かなり当てはまる1の割合

l自然にお念仏が出てくるようになる 37.4% 

2.安心感をえる 48.1% 

3.阿弥陀如来に見守られていると感じる 46.6% 

4.生きる意味について考えるようになる 50.4% 

5.大切な人の死を受け止められるようになる 44.3% 

6.死後は浄土に往生できると信じる 38.2% 

7.自分を振り返るようになる 43.5% 

8.心にゆとりを持つようになる 34.4% 

9.不安な気持ちが少なくなる 17.6% 

10感情をコントロールできるようになる 9.2% 

11葬儀や法事をすることで義務を果たしたと実感できる 10.7% 

12人に対して穏やかに接することができる 14目5%

13活き活きとした生活ができる 24.4% 

14心の支えになる 44.3% 

15真宗の本をよく読む 12.2% 

16朝夕の勤行は欠かさない 16.8% 

17.法話や説教は積極的に聴聞する 38.2% 

2. 僧侶の意識と活動の実態の相違

僧侶の宗教活動に対する意識について Figure1に示した。いずれの活動においても「大変重要で

ある」を選択したものが半数を超えていた。また危機的状況における重要性についても「とても重

要である」と選択していた。特に「門徒から心の悩みについて相談を受けるJ(63.4%) r重篤な病を

抱える門徒と関わるJ(67.9%) r死に直面した門徒と関わるJ(71.0%)及び「家族の死に悲しむ門徒

と関わるJ(77.9%)が高い割合を示した。このように儀礼的な宗教活動のみでなく，門徒の深刻な状

況に関わる事を重要としていることが明らかとなった。
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と「ただ念仏」というカテゴリが多かった。これは会話以外での関わりで門徒へ安心感を与えよう

としていることが窺われる。この理由として「問いに答える」や「倶会一処」では死後の世界につ

いて浄土真宗の教義を伝えることが，門徒の死の意味づけ及び不安を軽減しているものと考えられ

る。僧侶として死に直面した門徒と関わる場合で僧侶はただ念仏Jr話を聞く Jr倶会一処j及び

「本をあげる」という病を抱える門徒に対してと同様の関わりがみられた。しかし I何もいえない」

という記述から，僧侶は死に直面した門徒に関わる事の難しさを感じていることが示唆される。ま

た「依頼なしJからは，僧侶の役割は死後の儀礼であると門徒が認識しており，僧侶自身も死に直

面した時にあまり頼らないということを自覚していることが明らかとなった。僧侶として家族の死

に悲しむ門徒と関わる場合では，門徒の悲しみを I共感するん及び「故人の思い出を語る」という

僧侶の関わりがみられ，門徒の悲しみに情緒的に寄り添っていた。「教義の理解」や「倶会一処jで

は，浄土真宗から死の意味づけを提供する役割を担っているからである。「悔し、」では，門徒の悲し

みに対して僧侶が十分に関われなかったという意識があった。このようなことから「僧侶と門徒と

のズレ」があり，仏教の教えを提供しようとすることは門徒の悲しみを乗り越えるというニーズ、と

は合致していないと思われる。

3. 僧侶の門徒との関わりの特徴

自由記述の分析を行い，宗教活動の僧侶の関わりの特徴について検討した(Table5)0 (，曽侶は宗教

活動を「仏教に触れる機会Iとし「聴聞を勧めるIことで「命の大切さj及び「無常」を知ること

を意識して関わっているという特徴がみられた。読経や法話を通して「非日常の場の提供Jがなさ

れる儀礼的な活動は，悲しみの場のなかで自分を振り返る機会となる。それに対して，危機的状況

における関わりでは話を聞く Jということが中心であった。さらに I宗教的意味づけ」では自ら

の死に直面した家族との別れの場面で，浄土でまた会えるという安心感から死の受容に入れるよう

に誘導していることが考えられる。しかし 「カになれなかった」というカテゴリから，僧侶が危機

において関わりの困難さを感じていることが明らかとなった。

Table 3 

儀礼的宗教活動におけるカテゴリ

温室・墾i差 七目~ 隼P、法霊 謹昼謹 法庫
法話を大切にする 死を受け入れる(23) 故人を偲ぶ(23) 聖人を偲ぶ(27) 聴聞(23)

(18) 

無常を長日る(16) 人生の再考(10) 命の大切さ(18) 報恩感謝(13) 教義の理解(9)

故人の人生を振り 仏縁(7) 教義の理解(5) 教義の理解(6) イ言心(5)
返る(15)

死について考える 教義の理解(5) イ義ヰL(4) 人生の意味(6) 楽しみ(4)

(14) 

生について考える 作法の理解(4) 非日常の空間で自 読経・勤行(5) 荘厳な雰囲気(3)

(8) 分を振り返る(4)

悲しみに寄り添う 話を聞く (4) 感動(3) 交流(2) お参りの減少(3)

(8) 

自分の問題として 仏壇に参る習慣(3) 親戚とのつながり 仏壇チェック (1) 作法を身につける

受け止める(6) (2) (2) 

仏縁を頂く (4) 七日参りはしない 無回答(72) 楽しみ(1) 交流(2)

(2) 

感謝する(3) 無回答(73) 年間行事(1) 参加することに意

味がある(1)

荘厳に勤める(2) 無回答(69) 無田容(79)

無田容(53)

( )内は人数を不す。
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Table 4 

危機的状況の宗教活動におけるカテゴリ

悩み相談を受け 重篤な病を抱え 死に直面した門 家族の死に悲し

たときの僧侶の る門信徒に対す 信徒に対する僧 む門信徒に対す

国わり る僧畠の園わり 侶の国わり る僧{自の国わり

話を聞く (20) 話を聞く(19) ただ念仏(6) 共感する(7)

お念仏の話をす ただ念仏(15) 傾聴(5) 故人の思い出を

る(4) 語る(6)

他機関の紹介(3) 心残り (3) 何もいえなして3) 教義の理解(4)

力になれなかっ 一緒に読経(2) 依頼無し(3) 悔い(4)

た(3)

無回答(101) 死後の段取り (2) 倶会一処(2) 倶会一処(3)

聞いに答える(2) 本をあげる(1) 僧侶と門徒との

ズレ(1)

倶会一処(1) 無回答(111) 無回答(106)

本をあげる(1)

無回答(86)

( )内は人数を不す。

Table 5 

宗教活動における僧侶の関わり

宗教活動 カテゴリ 記述例

命の大切さ(43) 仏法に触れることで命の大切さを知る。

仏教に触れる機会σ2)

人生について考えるθ1)

故人の死をきっかけに仏教に出会う縁とする。

これからの人生をどう生きていくか考える。

寺に参り聴聞することを勧める。共通 聴聞を勧める(31) 

無常(13)

僧侶と門徒の交流(13)

壁草山i
教義の理解(54)

作法の理解(23)

儀礼 故人を偲ぶ(19)
荘厳な雰囲気(6)

危機状況

非日常の場の提供(5)

一緒に読経(3)

話を聞く (60)

共感する(19)

力になれなかった(18)

宗教的意味づけ(15)

ただ念仏を称える(10)

他機関の紹介(2)

)内は人数を示す。

いつ死ぬかわからないという無常を知る。

門徒とのつながりを大切にする。

あらゆるものへの思，感謝の気持ちを持つ。

体系的な教義を理解し，あるがままを受け入れる。

徐々に作法についての理解を深める。

法話の中で故人とのエピソードを話すようにしている。

勤行を丁寧に行い，宗教的な雰囲気を大切にする。

日常の忙しさから離れ，あらたまった場に出会う。

正信偽など一緒にお勤めする。

ひたすら話を聞き問題を整理する。

門徒と共に悲しむ。

十分なかかわりが持てなかった。

死後にはまた会える世界があることを伝える。

手を握りただ念仏するのみ。

場合によっては公的な施設や病院に行くように伝える。
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まとめ

竹下(2008)は，仏教における葬儀から七日参り，年忌法要の一連の儀礼が悲嘆のプロセスに対応

する時間配分であると述べている。本研究から，通夜・葬儀では，読経や法話といった宗教的な雰

囲気から悲しみを味わい，さらに七日参りや年忌法要になると門徒との対話や故人を{思ぶことによ

って徐々に死の受容を促していた。このように僧侶は，活動によって門徒との関わり方を変えてお

り，時間配分のみでなく関わり方の面でも悲嘆のプロセスに対応していると考えられる。

僧侶は，自らの死後，浄土で故人と再会できるとL、う浄土真宗の倶会一処の教えによって，死に

対する宗教的意味づけを与えていた。川島 (2008)は，老年期にある浄土真宗僧侶を対象とした研

究から教義ストーリーJ，r私ストーリーJ，r双義ストーリーjの3つの類型が見出した。さらに

浄土真宗との教育的関わり，家族との死別体験，門徒や友人との関わり，重篤な病や，事故の経験，

そして自己の死の意味づけの 5つが同定された。本研究では，僧侶が門徒と関わる際にも重篤な病

や自己の死の意味づけといった危機的状況において同様のことが積極的に門徒に提供されていた。

危機的状況では「他機関の紹介lや「門徒の異変に気付く」といった門徒のメンタルヘルス異常

を早期発見・早期治療につながる可能性が見出された。また「生について考える」というカテゴリ

から，生老病死という苦が自分の身に降りかかる現実を伝えるとし、う意味で，予防教育的な役割が

示唆された。

その一方で， Macnab( 1989 福原訳， 1994)の，宗教家が悲嘆にくれる人々の必要性に応えていな

いとしづ指摘の通り，僧侶の宗教活動に対する意識と活動に相違があることが明らかとなった。こ

のように僧侶は，宗教活動の重要性を感じているが，危機的状況にある円徒に対しての関わりの頻

度は低いために，メンタルヘルス的な役割はあまり果たせていないという実態がみられた。

本研究の限界として，僧侶を対象としているため，門徒にどの程度の影響があるかは明らかにで

きなかった。この背景として日本人は特定の宗派に対する信仰心が低いことが調査を困難にしてい

るからである。今後の課題として，浄土真宗が門徒にどう受け止められ日常生活にかかわりがある

か，実証的な研究が求められる。

しかしながら宗教活動を中心に僧侶のメンタルヘルス的な役割を見出されたのは大きな成果と考

えられる。今後はこの研究を土台に宗教とメンタルヘルスについて継続した研究を試みたいと考え

ている。
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